
MQ-9 について

米軍無人機「MQ-9」の
一時展開について

　

６
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
市
内
５
か
所
で

開
催
さ
れ
た
防
衛
省
に
よ
る
住
民
説
明
会
で
は
、

次
の
よ
う
な
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

・
１
年
間
と
し
て
い
る
配
備
期
間
に
つ
い
て
延
長

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

・
無
人
機
の
事
故
が
起
き
た
際
の
日
本
側
の
捜
査

権
の
範
囲
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
部
隊
の
一
時
展
開
に
よ
り
治
安
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

・
米
軍
関
係
者
に
夜
間
の
外
出
制
限
を
設
け
て
も

ら
え
な
い
の
か
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
ホ
テ
ル
で

は
な
く
鹿
屋
基
地
内
に
宿
泊
で
き
な
い
か
。

※
説
明
会
で
の
質
問
と
回
答
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
鹿
屋
基
地
で
の

展
開
が
運
用
上
可
能
か
次
の
項
目
に
つ
い
て
現

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
基
地
イ
ン
フ
ラ

(
基
地
内
施
設
、滑
走
路
等
の
整
備
状
況

な
ど
)

②
航
空
管
制

③
活
動
基
盤
(
宿
泊
、
食
事
、
車
両

な
ど
)

　

現
地
調
査
及
び
そ
の
後
の
日
米
間
の
検
討
の

結
果
、
鹿
屋
基
地
に
お
け
る
Ｍ
Ｑ
―
９
の
安
定

的
な
運
用
は
可
能
で
あ
る
と
確
認
。
ま
た
、
周

辺
海
域
の
情
報
収
集
活
動
を
適
切
に
行
う
た
め

の
地
理
的
位
置
関
係
、
情
報
収
集
に
お
け
る

米
軍
と
自
衛
隊
の
連
携
強
化
の
重
要
性
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
防
衛
省
は

鹿
屋
基
地
で
の
展
開
が
最
適
で
あ
る
と
し
、
市

に
対
し
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

任務 東シナ海を中心とする日本周辺海域における情報収集活動
期間 令和４年７月から１年間
規模 機体：８機
 要員：150～ 200人程度（機体操作要員、整備要員、後方支援要員 等）
米軍関係者について
　・滞在は鹿屋基地外の宿泊施設を使用
　・公務外の時間帯や休日は、鹿屋基地外で飲食店や商業施設を利用することもある
　・移動手段は、公共交通機関、公用車、レンタカーの使用を想定
　・日本の習慣や法律等について教育を実施
防衛省の鹿屋市での対応について
　・ 事件や事故等が発生した場合の連絡体制も含め、現地での速やかな調整・対応が
できる体制を整備

「MQ-9 一時展開計画」の概要

問市政策推進課　☎0994-31-1125 ５月23日、防衛省の岩本政務官が説明のため来庁

１月27日 一時展開に関し、九州防衛局が初来庁・説明
２月21日 九州防衛局が来庁、現地調査について説明
２月28日～３月４日
 日米調査員による現地調査（基礎的調査）
３月14日～18日
 日米調査員による現地調査（細部・専門的調査）
５月23日 防衛省の岩

いわもと
本剛
つよひと
人政務官が来庁し

 計画について市に対し正式に説明
５月26日 鹿屋市議会全員協議会で防衛省が説明
５月27日 鹿屋市基地関係連絡協議会で防衛省が説明
６月３日～５日
 市内５か所で防衛省の説明による住民説明会

ＭＱ-9 一時展開を巡る経緯

全幅：20.12m
全長：10.97m
全高：  3.81m
最大離陸重量：4.76t
運用速度：333㎞ /h
航続距離：8,519㎞
滞空時間：32時間

　地上から遠隔操縦するプロペ
ラ推進式の無人偵察機。国内で
の無人機は、米軍が青森県三沢
基地及び東京都横田基地で展開
し、近く山口県岩国基地でも展
開予定。航空自衛隊も３月から
三沢基地に配備している。

画像：米ジェネラル・アトミックス社パンフレットから

現
地
調
査
と
防
衛
省
の
見
解

住
民
説
明
会

一
時
展
開
計
画
の
背
景

▲市ホーム
　ページ

　

近
年
、
東
シ
ナ
海
を
中
心
に
日
本
の
周
辺
海

域
で
周
辺
国
が
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
お
い
て
は
周
辺
海
域
に
お
け
る

情
報
収
集
態
勢
の
強
化
は
防
衛
上
の
深
刻
か
つ

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋

航
空
基
地
に
米
軍
無
人
機
「
Ｍ
Ｑ
―
９
」
を
一

時
展
開
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
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